
いのちとくらしの先進都市 鉾田

もくじ

2－3　　　行政のうごき
4－5　　　市からのお知らせ
6－7　　　新しい介護保険
8－11　　平成18年度予算
12－15　スポーツ　地域の話題
16－19　お知らせ

 （差込資料）

 
 市各種事業日程
 医療機関休日診療
 水道工事当番表　　ほか

元気満菜館をPR　－鉾田農業高校－
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特
別
委
員
会
を
設
置

　

市
議
会
に
３
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

百
里
基
地
騒
音
対
策
特
別
委
員
会

　
（
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
防
止
な
ど

に
関
す
る
調
査
と
対
策
）

百
里
飛
行
場
を
活
用
し
た
広
域
的
な
地
域

振
興
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
（
百
里
飛
行
場
を
活
用
し
た
地
域
振
興

の
た
め
の
調
査
研
究
）

原
子
力
施
設
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
（
市
や
原
子
力
事
業
者
の
防
災
対
策
に

関
す
る
調
査
研
究
）

３
委
員
会
と
も
定
数
は
８
人
で
す
。

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に

　

18
年
度
予
算
に
お
い
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
へ
の
出
資
金
（
１
千
万

円
）
が
承
認
さ
れ
、
鉾
田
市
は
、
こ
の
４

月
よ
り
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の

本
拠
地
と
い
う
意
味
で
、
行
方
市
も
同
様

に
出
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鹿
行
５
市
全

域
が
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
、
鹿

行
地
区
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　３月７日、報
道機関に対し
市長の記者会
見が行なわれ
ました。
　市長は冒頭、
各種事業の見
直し（廃止も含む）をしながら18年度予算を策
定したことを説明しました。
　今後の市政についての質問に対し、生活環境
整備については合併前からの３町村の課題で
あった下水道整備を含む排水対策や湖沼浄化対
策をすすめること、産業振興では、畜産農家と
耕種農家、JAなどの連携が必要であることを
強調。
　教育面では、児童の減少に伴う小学校の今後
のあり方について検討していかなければならな
いと回答しました。
　また、市民の声を聴くための住民懇談会を開
き、市民の皆さんにも市の財政事情について説
明をしていきたいと述べました。

市長記者会見市長記者会見

平
成
18
年
度
予
算

　

平
成
18
年
度
予
算
案
は
、
一
般
会
計

１
７
４
億
３
、０
０
０
万
円
、
特
別
会
計

（
５
件
）１
４
１
億
９
、８
０
７
万
５
千
円
、

企
業
会
計
（
水
道
事
業
３
件
）
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
予
算
の
詳
細
は
８
〜
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

特
別
職
報
酬
な
ど
を
削
減

　

市
長
以
下
、
助
役
、
教
育
長
の
報
酬
を

削
減
す
る
条
例
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、

一
般
職
員
に
つ
い
て
も
、
管
理
職
手
当
の

20
％
削
減
と
旅
費
の
日
当
が
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
別
職
報
酬　

　
　

市　

長　
　

月
７
％
減
額

　
　

助　

役　
　

月
５
％
減
額

　
　

教
育
長　
　

月
５
％
減
額

一
般
職
手
当　

　
　

管
理
職
手
当　

月
20
％
減
額

旅
費
日
当　
　
　

廃
止

　

平
成
18
年
第
１
回
鉾
田
市
議
会

定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
24
日
ま

で
開
か
れ
、
認
定
案
件
17
件
、
予

算
案
を
含
む
議
案
45
件
、
議
員
提

案
に
よ
る
議
案
６
件
が
審
議
さ
れ

た
ほ
か
、
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

18
年
度
予
算
案
な
ど
可
決
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１　大洋地区農産物銘柄推進協議会
２　旭地域水田農業集落転作実践委員会
３　豊かな体験活動推進地域協議会
６　平成18年第１回市議会定例会
　　　　　　　　　　 （24日まで）
　　シルバー人材センター通常総会　
７　市長記者会見
　　鉾田市統計調査員会設立総会
11　茨城県地域女性団体連絡会講演会
12　生涯学習推進会議連絡会
13　市立中学校卒業式
　　JA茨城旭村蔬菜部会生産者大会
17　鉾田保健所管内地域保健推進協議会
　　大洋地区穀物改良協会臨時総会
22　第６期ほこた塾　卒塾式
23　鉾田市総合計画審議会
　　鉾田市行政改革本部会議
　　鉾田町転作組合連絡協議会
　　市立幼稚園卒園式
24　市立小学校卒業式
25　市立保育所修了式
　　鉾田市誕生記念Vリーグ招待試合
26　鉾田市制記念　舞踊まつり
27　鉾田市社会福祉協議会評議員会
　　旭納税組合解散総会
28　鉾田健康ふれあい財団評議員会・理

事会
29　鉾田地区交通対策協議会
　　大洗・鉾田・水戸環境組合協議会
31　鉾田市水田農業推進協議会設立総会

���������������������������������������

鹿
島
鉄
道　

廃
止
届
提
出

　

３
月
30
日
、
鹿
島

鉄
道
株
式
会
社
か
ら

国
土
交
通
省
に
、
鹿

島
鉄
道
（
石
岡
〜
鉾

田
間
）
の
「
鉄
道
事

業
廃
止
届
出
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
廃
線
予
定
日
は
平

成
19
年
４
月
１
日
）

　

鹿
島
鉄
道
は
こ
れ

ま
で
、
沿
線
自
治
体

か
ら
の
５
年
間
に
わ
た
る
公
的
支
援
の
ほ
か
、
同
鉄
道
を

通
学
手
段
と
す
る
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
「
か
し
て
つ
応
援
団
」
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
協
力
を
う
け

な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
な
ど
、
乗
車
率
ア
ッ
プ
に

向
け
た
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
経

営
が
大
変
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
鹿
島
鉄

道
か
ら
は
２
月
20
日
、

県
や
沿
線
自
治
体
で
構

成
す
る
鹿
島
鉄
道
対
策

協
議
会
に
お
い
て
、
廃

止
届
を
提
出
す
る
意
向

で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
関
東
自
動
車
道
、潮
来
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
）

鉾
田
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
28
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
整
備
計
画
区
間
へ
の
格
上
げ
を
め
ざ

し
、
沿
線
自
治
体
の
首
長
や
議
会
議
長
、

県
議
会
議
員
な
ど
で
構
成
す
る
「
東
関
東

自
動
車
道
水
戸
線
潮
来
〜
鉾
田
間
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
が
、
２
月
22
日
に
国
土

交
通
省
や
、
東
日
本
道
路
株
式
会
社
を
訪

ね
、
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

高速道路の早期建設を要望

沿線自治体の市長らが出席

　

３
月
23
日
、
在
日
米
軍
機
の
訓
練
基
地
移
転
に
つ
い
て
、
横
山
高
則

防
衛
施
設
局
長
が
鉾
田
市
と
行
方
市
を
訪
れ
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
米
軍
の
百
里
基
地
使
用
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く

協
定
に
よ
り
日
米
合
同
訓
練
に
お
い
て
年
４
回（
日
数
で
４
週
間
程
度
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
説
明
の
内
容
は
年
４
回
と
い
う
枠
を
撤
廃
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
３
月
31
日
、
鬼
沢
市

長
と
坂
本
俊
彦
行
方
市
長
は
横
山
局
長

に
「
騒
音
問
題
な
ど
に
対
し
て
、
防
衛

施
設
庁
に
よ
る
こ
れ
ま
で
以
上
の
支

援
、
取
り
組
み
が
確
認
で
き
た
こ
と
か

ら
や
む
を
え
な
い
」
と
い
う
見
解
を
示

し
ま
し
た
。
両
市
長
は
「
地
元
か
ら
は

騒
音
増
加
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
で
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
」と
要
望
し
ま
し
た
。

鹿島鉄道を応援するメッセージ発信
会（3/19玉里文化センター）

防衛施設局との協議（3/31鉾田市役所で）
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「自主納税推進の会」の設立を
収納課　☎ 33－ 2111（内線 1173・1174）

　「自主納税推進の会」は市税や国民健康保険税などの
口座振替を推進し納期内納付を奨励する組織です。
　納税者にとっては納め忘れや、金融機関、市役所など
の納入窓口に出向く手間がなくなり、市にとっては収納
コストを下げる効果があります。

登録の要件
　市税を納めている方 10 人以上で構成。
　 新規口座振替申込者でそのうち３割以上の方が、全税
目の口座振替を依頼されること。
奨励金の交付
　 市の規定する一定の要件を満たした会には、奨励金が
交付されます。
　　会に対する均等割　　　　　　　　　　10,000 円
　　全税目口座振替依頼をした会員数　　× 1,000 円
　　一部税目のみ口座振替依頼をした会員数×　 200 円
　手続書類（設立届　会員名簿　口座振替依頼書）

　沢尻・荒地地区で地図に示す区域の地籍調査を４月よ
り実施します。

　　区域： 国道51号線沿い、沢尻生活改善センターから
旭総合支所入口交差点間より東（海）側の区域

　　内容：道路、水路などの確認と測量

地籍調査課からのお知らせ
旭支所　地籍調査課　☎ 37－ 4347

保険料
　H18．４～H19．３の保険料　　月額 13,860 円
　　（ H29 年度まで毎年度 月額 280 円ずつ引き上げ、最終的

に月額 16,900 円とする予定）

年金給付
　・ 平成 17 年の平均の全国消費者物価指数が対前年マイ
ナス 0.3％であったため、４月からの年金額は 0.3% 少
ない額（満額の老齢基礎年金で月額約 200 円引き下げ）
となり、６月の定期支払（４月及び５月分）から年金
額が変わります。

　・ 障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みとし
て平成 18 年度から 65 歳以上の方は障害基礎年金と老
齢厚生年金、障害基礎年金と遺族厚生年金の組み合わ
せについて併せて受給することができるようになりま
す。（選択申出書を提出する必要があります）

保険年金課　☎33－2111（内線1121・1122）

市税等徴収員の募集（申込は収納課まで）
業務内容　　　市税等の徴収に関すること
応募資格　　　65 歳未満（H18．４．１現在）
　　　　　　　普通自動車免許取得者
募集人員　　　３人（旭・鉾田・大洋地区で各１人）
採用期間　　　H18．６．１～H19．３．31
勤務時間　　　月～金　９：30 ～ 17：00
報　　酬　　　月額 90,000 円 +能率報酬
　　　　　　　 （採用者は健康保険法、厚生年金保険法・

雇用保険法に定める社会保険に加入）
受付締切　　　５／ 12（金）
提出書類　　　履歴書（市販のもの自筆記入・写真貼付）
　　　　　　　身体検査書
採用方法　　　書類審査　面接

20代の方には納付猶予制度があります
　「学生納付特例制度」
　 　学生でも 20 歳になると国民年金に
加入しなければなりませんが、申請に
より保険料の納付が猶予されます。

　「若年者納付猶予制度」
　 　30 歳未満で配偶者との収入が一定
以下の場合、申請により保険料の納付
が猶予されます。

ご相談はねんきんダイヤルへ
　被保険者☎ 0570 － 05 － 1165
　受給者　☎ 0570 － 07 － 1165
　水戸南社会保険事務所　☎ 029 － 231 － 4271
　社会保険庁HP　http：//www.sia.go.jp

国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）、
介
護
保
険
料
（
１
期
）
の
納
期
限
は
５
月
１
日
で
す
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ポジティブリスト制度について
　「食品衛生法」の改正に伴い５月29日からは、すべての農
作物と農薬の組合せに残留基準が設定されます。
　基準値を超えた農作物は流通が原則禁止となり、回収や出
荷停止の措置がとられますのでご注意ください。

（農薬散布時の留意点）
　①農薬散布は風のない時に行なう
　②散布器具のノズルの向き、圧力に注意する
　③周辺作物との間に緩衝地帯を設ける
　④周辺作物との間にネットなどの遮蔽物を設ける

※ 粒剤など、飛散しにくいタイプの農薬を利用するなどの対
策が必要です。
※ 隣接の作物に農薬が飛散した場合はその耕作者に必ず連絡
しましょう。
※ 農薬の使用には隣接する耕作者と散布計画などについて確
認しあうことも大事です。

　詳しくは
　　鉾田地域農業改良普及センター　☎33－4111（内線 307）
　　鹿行地方総合事務所　農林課　　☎33－4111（内線 242）
　　茨城県病害虫防除所　　　　　　☎029－227－2445

適正に処理しないと法的罰則も
農業用使用済ビニールや農薬空缶は産業廃棄物です

　農業用ビニールやポリエチレン、農薬空缶などを廃棄する
場合は、法律により「産業廃棄物」として適正に処理するこ
とが定められています。
　農業用ビニールを「野焼き」したり、「不法投棄」処分し
た場合、法律により３～５年以下の懲役、または300万円～
1,000万円以下の罰金と厳しく罰せられます。　

（適正な処理のために）
　鉾田市では、本年度も使用済の農業用ビニールや農薬空缶
の収集を計画しております。
　収集日程や、登録申請につきましては別途、ご案内をします。

農業振興地域からの除外手続について
　農業振興地域内にある農地を農用以外の目的で使用する場
合には、転用手続の前に農業振興地域からの除外手続が必要
です。
　平成18年度は次の予定で協議会（審査）を開く予定です。

　（協議会開催予定月）
　　　開催月　　　　　　申請締切
　　 　６月　　　　　　　５月末
　　   10月　　　　　　　９月末　
　　 　２月　　　　　　　１月末

農業者の皆さんへ
　市役所　　産業経済課　☎ 33－ 2111（内線 1164）
　旭支所　　経済建設課　☎ 37－ 4348
　大洋支所　経済建設課　☎ 39－ 8173

�����������������������������������
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市民の皆さまへ
個人情報の紛失についてのお詫び

鉾田市長　鬼沢保平
　鉾田市役所において、国民健康保険税滞納者
445名分の個人情報を保存した外部記録媒体（USB
メモリ）を紛失いたしました。
　市といたしましては、このような事態を招いた
ことを、厳粛に受け止めるとともに、市民の皆さ
まに深くお詫び申し上げます。
　再発防止に向けましては、個人情報管理の徹底
を図り、市民の皆様の信頼回復に向けて全力を尽
くす所存です。
　なお、現時点におきまして、紛失した情報の不
正流用等の事実は確認されておりません。
【経緯】
　３/８　職員が、個人情報ファイルの記録媒体を紛失 
　３/10 ～ 17　事実の確認、調査、総務課へ報告
　３/20 ～ 22　事情聴取 
【紛失情報の内容】
　旭地区の国民健康保険税滞納者445名分の情報
　 （氏名、住所、生年月日、国保番号、平成17年11月
末現在の滞納額、納付誓約書の有無、履行状況など）

【原因】
　職員が業務上使用していたデータを、USBメモ
リに保存し帰宅途中に紛失したため。
　なお、USBメモリ、記録ファイルともにパスワード、
暗号化等のセキュリティ対策は施していませんでした。
【再発防止】
　個人情報の取扱いにはこれまでも注意を払っ
てまいりましたが、二度とこのような事故が起
きないよう下記のような対策を講じ情報管理の
徹底を図ります。
　・個人情報の持ち出し禁止の徹底
　・ 個人情報を記憶する場合、暗号化やアクセ

ス制限機能のないUSBメモリの使用禁止
　・職員教育内容の見直し
　・定期的な検査の実施

訂正
　３月号、老人保健制度の記事に金額表示の誤り
がありました。下記のとおり訂正いたします。

（４ページ）増える医療費の説明文中
（誤）「 総医療費そのものは、例年５億円前後で推移」
（正）「 総医療費そのものは、例年50億円前後で推移」

（４ページ）グラフ①　金額表示の訂正

（億円） （人）

①

※ 転用目的によっては
多くの書類が必要と
なりますのでお早め
にご相談下さい。
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問　福祉事務所　介護福祉課　☎ 33－ 2111
　　旭支所　　　福祉保険課　☎ 37－ 4367
　　大洋支所　　福祉保険課　☎ 39－ 3314

要介護状態の区分が７段階になりました

これまで 4月から
受けられるサービス

ケアプラン提供機関 内容

要 介 護
２～５

要 介 護
２～５ 従来どおりの

介護サービスを利用

居宅介護支援事業所

ケアマネージャーによる必要な介護サービス
の検討・決定

（介護給付）
・居宅介護支援
・訪問介護
・通所介護など

要介護１
要介護１

要支援２

介護予防サービスを利用
地域包括支援センター
（鉾田市社会福祉協議会へ委託）

保健師、社会福祉士、ケアマネージャーなど
が中心となり介護予防に関するマネジメント
をはじめとする、高齢者への総合的支援が行
なわれます。また地域支援事業では要介護状
態にならないよう予防や支援を行ないます。

（予防給付）
・介護予防支援
・介護予防訪問介護
・介護予防通所介護など

要 支 援 要支援１

非 該 当 非 該 当
市が行なう
介護予防（地域支援事業）
を利用

（地域支援事業）
・運動機能の向上
・栄養改善
・口腔機能向上など

地域密着型サービスがスタート
高齢者が住みなれた地域での生活を続けていけるよう、地域の実情に合わせて整備していきます。

サービスの種類

小規模多機能型　居宅介護
介護予防小規模多機能型　居宅介護

小規模な居住型の施設で、通い（デイサービス）を中心としなが
ら、利用者の必要に応じて利用者宅の訪問（ホームヘルプ）や宿
泊（ショートステイ）などが利用できます。

認知症対応型　通所介護
介護予防認知症対応型　通所介護

認知症高齢者を対象に食事や入浴などの介護や機能訓練が日帰り
で受けられます。

認知症対応型　共同生活介護
介護予防認知症対応型　共同生活介護

比較的軽度の認知症高齢者を対象として共同生活をしながら食
事・排泄・入浴などの介護や機能訓練を受けられます。

夜間対応型　訪問介護
自宅で安心して生活できるよう、ヘルパーが定期的に巡回します。
緊急時のために24時間対応します。

地域密着型　介護老人福祉施設入所者生活介護
常に介護が必要で、自宅では介護ができない方が対象の小規模施
設（30人未満）です。食事・排泄・入浴などの日常生活の介護や
健康管理を受けられます。

地域密着型　特定施設入所者生活介護
小規模な介護専用の有料老人ホーム（30人未満）などで食事・入
浴などの介護や機能訓練が受けられます。
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新しい介護保険

65歳以上の保険料の負担割合を見直し
保険料段階が５段階から６段階となりました。
介護給付費＋地域支援事業費（利用者負担除く）の19％分に
応じて決定されます。

新しい保険者証は黄色です

税制改正による緩和措置
　 税制改正により住民税非課税者から課税者となり、保険料・利用
者負担段階が上昇した方に対し、平成18年度から２年間の激変緩
和措置がとられます。

保険料の減免・徴収猶予
　 災害などの特別な事情で一時的に保険料が納められなくなったと
きなど、市の定める要件に該当する場合には徴収の猶予・減額を
受けられます。

第２号被保険者対象の特定疾病の追加
　 40 ～ 64歳の介護保険（第２号被保険者）で対象となる特定疾病
に「末期がん」が追加されました。

特定福祉用具の販売事業者は県指定が必要
　 特定福祉用具を県指定の販売事業者から購入した場合、９割償還
の対象となります。（購入の際は確認を）

住宅改修が事前申請制に（着工前に必ずご相談を）
　悪質リフォーム被害防止のために事前審査をします。
　 工事内容に制限がありますので、住宅改修の際には介護保険窓口
に相談して下さい。

介護保険料の特別徴収
　 これまでは老齢基礎年金・厚生年金などの老齢・退職年金から介
護保険料が天引きされていましたが、新たに「遺族年金」「障害
年金」も特別徴収の対象となります。

段階 対象者 年間保険料額
（H18．４．１～H21．３）

1 生活保護受給者
老齢福祉年金受給者 20,616

2 本人及び世帯全員が住民税非課税
合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下 20,616

3 本人及び世帯全員が住民税非課税で第２段階以外 30,924

4 本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる） 41,232

5 本人が住民税非課税（合計所得金額が 200万円未満） 51,540

6 本人が住民税非課税（合計所得金額が 200万円以上） 61,848

（１年以上）
　 まず費用の全額を利用者が負
担し、申請により保険給付分
（９割）が支払われます。

（１年６か月以上）
　 保険給付の一部または全部が
一時的に差し止めとなります。

（２年以上）
　 利用者負担が１割から３割に
引き上げられたり、高額介護
サービス費が受けられなく
なったりします。

保険料を保険料を
滞納している場合滞納している場合

介護被保険者証が介護被保険者証が
新しくなります新しくなります

介護被保険者証が介護被保険者証が
新しくなります新しくなります

介護予防サービスの充実と地域密着型サービスの新設

　制度改正により65歳以上の方に
送付されます。

配食サービスの廃止
　 これまで旧鉾田町内でご利用いただ
いていた配食サービスは制度改正に
より食事が自己負担になったため介
護保険給付としての利用ができなく
なり、廃止となりました。

見 

本
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2,807万5千円

用
語
解
説
（
歳
入
）

市
税　

市
の
歳
入
の
根
幹
と
な
る
も
の

で
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税　

国
か
ら
交
付
さ
れ
、
地

域
間
の
税
源
格
差
を
調
整
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
庫
・
県
支
出
金　

特
定
事
務
・
事
業

の
財
源
と
し
て
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

ま
す
。

地
方
譲
与
税　

地
方
税
と
し
て
納
め
る

べ
き
も
の
を
国
税
と
し
て
徴
収
し
市
に

譲
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

繰
入
金　

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど

各
会
計
間
な
ど
に
お
け
る
現
金
の
移
動

を
表
す
言
葉
で
す
。
他
会
計
ま
た
は
基

一　　般　　会　　計 174 億 3,000 万円
国民健康保険特別会計 64 億 7,110 万円
老 人 保 健 特 別 会 計 44 億 7,270 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 28 億 3,727 万８千円
農業集落排水事業特別会計 ２億 121 万１千円
公共下水道事業特別会計 ２億 1,578 万６千円

地方交付税 5,903,995

市 税 4,254,329

市 債 2,423,600

国 県 支出金 2,552,847

そ の 他 2,295,229

歳入内訳　　　　　　 （千円）

地 方 譲 与 税 752,572
地方消費税交付金 396,000
諸 収 入 209,960
自動車取得税交付金 186,300
分担金及び負担金 170,647
繰 入 金 149,643
使用料及び手数料 118,185
地 方特例交付金 109,972
財 産 収 入 55,167
繰 越 金 50,000
ゴルフ場利用税交付金 43,700
寄 附 金 16,107
利 子 割 交 付 金 12,400
配 当 割 交 付 金 9,400
交通安全対策特別交付金 8,176
株式等譲渡所得割交付金 7,000

その他の内訳

市民一人当りの税負担（市税）　　　　　　　　　　　 80,861円

市 民 税 28,085円

固 定 資 産 税 43,338円

軽 自 動 車 税 1,718円

た ば こ 税 6,808円

入 湯 税 912円

※平成18年３月１日現在の住民基本台帳人口52,613人による

一般会計予算歳入内訳

鉾
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
不
況
の
長
期

化
に
よ
る
市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
や
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
る
大
幅
な
地
方
交

付
税
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
根
幹
的
な

歳
入
確
保
が
極
め
て
難
し
い
一
方
で
、

人
件
費
や
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費

は
、
旧
３
町
村
時
代
か
ら
年
々
増
加
す

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
収
支
不
足
を

補
っ
て
き
た
基
金
残
高
も
枯
渇
す
る
な

ど
、
来
年
以
降
も
大
幅
な
財
源
不
足
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
市

は
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳　入

会計で総額174億3,000万円となり、前年度
ています。
前年度に比べ7.1％の増額。さらに、企業会
りました。
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平成18年度当初予算総額は316億

用
語
解
説
（
歳
出
）

議
会
費　

市
議
会
の
運
営

総
務
費　

課
税
・
徴
収
、
住
民
登
録
、

選
挙
、
統
計
調
査
な
ど
の
総
括
的
費
用

民
生
費　

福
祉
全
般
、
福
祉
・
年
金
・

医
療
・
保
育
所
運
営

土
木
費　

道
路
・
橋
梁
・
都
市
計
画
な

ど
の
整
備
管
理

教
育
費　

学
校
・
学
校
給
食
、
社
会
教

育
・
図
書
館
な
ど
の
事
務
事
業

公
債
費　

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た

お
金
の
返
済

衛
生
費　

保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、
ご

み
・
し
尿
処
理
な
ど

農
林
水
産
業
費　

農
業
基
盤
整
備
、
農

林
や
畜
産
の
振
興

商
工
費　
商
工
業
、
観
光
の
振
興

一般会計予算歳出内訳
（目的別）

市民一人当たりの予算額（一般会計）　　　　　　      331,287円

民 生 費 86,096円 教 育 費 33,902円

衛 生 費 46,818円 公 債 費 36,627円

農 林 水 産 費 12,471円 その他
総務費

諸支出金
議会費
予備費

災害復旧費

63,411円
商 工 費 1,650円

土 木 費 26,735円

消 防 費 23,577円

※平成18年３月１日現在の住民基本台帳人口52,613人による

歳　出

（　）内は構成比

民 生 費 4,529,765
衛 生 費 2,463,244
総 務 費 2,000,417
公 債 費 1,927,026
教 育 費 1,783,663
土 木 費 1,406,627
消 防 費 1,240,471
諸 支 出 金 1,035,725
農林水産業費 656,157
議 会 費 280,100
そ の 他 106,805

目的別歳出内訳　　　 （千円）

商 工 費 86,804
予 備 費 20,000
災 害 復 旧 費 1

その他の内訳

金
ま
た
は
基
金
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る

場
合
に
用
い
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に

他
会
計
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
繰
出
金

と
い
い
ま
す
。

人件費（22.4％） 3,895,220

扶助費（14.0％） 2,433,478

物件費（13.5％） 2,350,183

補助費等（13.4％） 2,328,436

公債費（11.1％） 1,927,025

普通建設事業費（10.3％） 1,796,923

繰出金（7.7％） 1,346,030

積立金（5.9％） 1,035,720

投資及び出資金（1.0％） 166,240

維持補修費（0.6％） 111,468

その他
予備費
災害復旧事業費など（0.2％）

39,277

　鉾田市の本格的なスタートとなる平成18年度予算は、一般
（旧3町村合算）に比べ9億4,096万5千円（5.6％）の増額となっ
　また、特別会計（5件）では、141億9,807万５千円となり、
計では18億4,518万1千円となり、前年に比べ1.1%の増とな

性質別歳出内訳　　　 （千円）
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特別会計・企業会計の概要特別会計・企業会計の概要特別会計・企業会計の概要特別会計・企業会計の概要特別会計・企業会計の概要

農業集落排水事業特別会計　2億121万1千円

特
別
会
計
と
企
業
会
計

　

鉾
田
市
の
特
別
会
計
は
８
つ
あ
り

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
、
農
業
集
落
排
水
な
ど
、
特

定
の
事
業
を
行
な
う
場
合
に
保
険
料

や
使
用
料
な
ど
の
事
業
収
入
を
支
出

に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
定
事
業

の
受
益
者
負
担
を
明
確
に
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
は
「
地

方
公
営
企
業
法
」
が
適
用
さ
れ
、
一

般
会
計
な
ど
と
は
異
な
る
複
式
簿
記

の
帳
簿
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

歳
入

市　　債 82,500

県支出金 60,600

繰入金 49,394

使用料及び手数料ほか 8,717

歳
出

農業集落排水事業費 166,705

公債費 24,711

維持費ほか 9,795

（表内の単位は千円）

公共下水道事業特別会計　2億1,578万6千円

歳
入

市　　債 115,000

汚水処理施設交付金 40,000

国庫支出金 35,000

繰入金ほか 25,786

歳
出

公共下水道事業費 214,594

公債費 1,092

予備費 100

国民健康保険特別会計　64億7,110万円

歳
入

国民健康保険税 2,618,703
国県支出金 2,636,809
繰入金 421,931
療養給付費交付金 608,003
共同事業交付金ほか 185,654

歳
出

保険給付費 4,432,186
老人保健拠出金 1,119,345
介護納付金 550,399
共同事業拠出金 188,636
総務費ほか 180,534

老人保健特別会計　44億7,270万円

歳
入

支払基金交付金 2,310,451
国県支出金 1,739,556
繰入金 387,659
諸収入･繰越金 35,034

歳
出

医療諸費 4,405,755
総務費ほか 66,945

介護保険特別会計　28億3,727万8千円

歳
入

国県支出金 1,097,015

支払基金交付金 830,313

繰入金 473,560

保険料ほか 436,390

歳
出

保険給付費 2,664,892

総務費ほか 172,386

水道事業企系会計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　 旭区域 鉾田区域 大洋区域
収入 263,862 555,265 291,641
営業収益 103,269 263,440 85,231
営業外収益 160,592 291,824 206,409
特別利益 1 1 1
支出 263,862 555,265 291,641
営業費用 205,376 449,903 240,264
営業外費用 58,385 105,162 51,276
特別損失 1 100 1
予 備 費 100 100 100

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　 旭区域 鉾田区域 大洋区域
収入 2,226 460,500 47,345
企 業 債 0 150,500 36,400
出 資 金 0 150,500 5,000
国庫補助金 0 150,500 5,000
工事負担金 2,226 9,000 945
支出 68,478 620,666 117,269
建設改良費 25,751 534,125 65,085
企業債償還金 42,727 86,541 52,184
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（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

障
害
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
運
営
事
業　

５
０
３
万
円

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
事
業　

４
６
７
万
円

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム　

３
６
万
円

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業　

３
０
万
円

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業　

１
，
４
６
８
万
円

医
療
福
祉
事
業　

３
億
６
，
４
４
５
万
円

児
童
手
当
事
業　

２
億
７
，
２
９
６
万
円

子
育
て
支
援
金
給
付
事
業　

８
０
９
万
円

家
庭
児
童
相
談
室
事
業　

２
６
０
万
円

保
育
所
事
業　

６
億
５
，
７
０
８
万
円

児
童
扶
養
手
当
事
業　

１
億
６
，
１
０
９
万
円

母
子
生
活
支
援
事
業　

４
７
２
万
円

予
防
衛
生
総
務
事
業　

２
，
６
６
０
万
円

結
核
予
防
事
業　

６
９
８
万
円

予
防
接
種
事
業　

３
，
７
１
８
万
円

老
人
保
健
事
業　

１
億
３
，
２
３
０
万
円

母
子
保
健
事
業　

１
，
３
９
６
万
円

地
域
栄
養
改
善
事
業　

１
６
０
万
円

精
神
保
健
事
業　

１
１
４
万
円

ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
整
備
事
業　

６
６
５
万
円

ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
管
理
運
営
事
業　

９
，
７
１
１
万
円

と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大
洋
整
備
事
業　

５
９
０
万
円

と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大
洋
管
理
運
営
事
業　

６
，
９
９
９
万
円

（
仮
称
）
旭
健
康
増
進
館
基
本
計
画
策
定
委
託
料　

１
２
６
万
円

健
康
増
進
事
業　

４
７
万
円

鹿
島
灘
海
浜
公
園
地
域
活
性
化
拠
点
事
業　

９
６
万
円

鹿
島
灘
海
浜
公
園
管
理
運
営
事
業　

１
，
９
６
４
万
円

（
産
業
振
興
）

園
芸
振
興
事
業　

２
，
１
０
２
万
円

農
業
振
興
事
業　

５
，
３
９
２
万
円

数
量
調
整
推
進
事
業　

２
，
８
１
５
万
円

地
域
農
業
確
立
推
進
事
業　

２
，
８
２
７
万
円

認
定
農
業
者
推
進
事
業　

２
１
１
万
円

畜
産
業
事
業　

２
，
４
９
５
万
円

畜
産
環
境
事
業　

６
７
０
万
円

土
地
改
良
事
業　

１
，
９
５
１
万
円

畑
地
帯
総
合
対
策
事
業　

７
６
７
万
円

林
業
振
興
事
業　

２
，
７
０
３
万
円

水
産
業
振
興
事
業　

３
４
２
万
円

商
工
業
振
興
事
業　

６
，
０
５
８
万
円

海
水
浴
場
監
視
・
救
助
業
務　

４
４
２
万
円

ふ
る
里
見
聞
館
・
さ
ん
て
旬
菜
館
維
持
管
理
事
業　

８
１
３
万
円

（
生
活
環
境
・
都
市
基
盤
・
地
域
安
全
）

地
域
防
災
計
画
策
定
事
業　

３
６
万
円

防
災
行
政
無
線
設
備
の
整
備
・
充
実　

３
億
１
，
３
９
５
万
円

消
防
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進　

３
，
３
９
４
万
円

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進　

１
，
０
６
９
万
円

生
ご
み
処
理
機
助
成
事
業　

５
０
万
円

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業　

６
，
９
３
３
万
円

地
籍
調
査
事
業　

１
億
１
，
０
２
１
万
円

市
道
整
備
事
業　

９
億
６
，
５
４
４
万
円

市
道
維
持
補
修
事
業　

１
億
１
，
９
８
０
万
円

農
道
整
備
事
業　

９
，
６
４
５
万
円

住
宅
管
理
事
業　

１
，
８
９
９
万
円

浄
化
槽
市
町
村
整
備
事
業　

４
，
０
４
４
万
円

上
島
西
部
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業　

１
億
５
，
０
５
５
万
円

公
共
下
水
道
事
業　

２
億
１
３
５
万
円

（
教
育
・
文
化
・
交
流
）

こ
と
ば
の
教
室
相
談
事
業　

３
８
０
万
円

Ｔ
Ｔ
特
別
配
置
事
業　

３
，
８
３
２
万
円

語
学
指
導
外
国
青
年
招
致
事
業　

２
，
１
２
８
万
円

相
談
業
務
の
充
実　

８
６
６
万
円

各
小
学
校
環
境
整
備
事
業　

１
，
９
８
６
万
円

成
人
式
事
業　

１
８
５
万
円

文
化
財
保
護
・
啓
発
事
業　

３
９
１
万
円

保
健
体
育
総
務
事
業　

１
４
７
万
円

子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業　

３
０
５
万
円

ほ
こ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
補
助　

３
０
０
万
円

鉾
田
総
合
公
園
管
理
事
業　

１
，
８
６
３
万
円

旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業　

２
，
１
２
１
万
円

旭
公
民
館
運
営
事
業　

２
８
２
万
円

旭
公
民
館
施
設
維
持
管
理
事
業　

１
，
２
２
１
万
円

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業　

７
５
万
円

中
央
公
民
館
運
営
事
業　

１
４
６
万
円

中
央
公
民
館
施
設
維
持
管
理
事
業　

３
，
８
３
２
万
円

大
洋
公
民
館
施
設
維
持
管
理
事
業　

１
，
０
１
５
万
円

大
洋
公
民
館
運
営
事
業　

７
６
４
万
円

学
校
給
食
施
設
運
営
事
業　

１
，
０
５
０
万
円

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
出
資　

１
，
０
０
０
万
円

文
化
複
合
施
設
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
料　

１
２
９
万
円

（
人
権
・
参
画
・
協
働
・
行
財
政
）

鉾
田
市
市
制
施
行
記
念
式
典
事
業　

２
８
２
万
円

女
性
施
策
推
進
事
業　

９
７
万
円

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
事
業　

３
６
９
万
円

文
書
広
報
事
業　

７
１
３
万
円

市
勢
要
覧
作
成
事
業　

６
４
６
万
円

総
合
計
画
等
策
定
事
業　

７
６
０
万
円

一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
安
心
を

一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
安
心
を

地
域
で
支
え
る
環
境
づ
く
り

地
域
で
支
え
る
環
境
づ
く
り

快
適
と
安
全
を
備
え
た

快
適
と
安
全
を
備
え
た

〝
自
然
を
感
じ
る
〞
暮
ら
し
の
実
現

〝
自
然
を
感
じ
る
〞
暮
ら
し
の
実
現

次
代
の
農
業
を
中
心
と
し
た
力
強
い
地
域
経
済
の
構
築

次
代
の
農
業
を
中
心
と
し
た
力
強
い
地
域
経
済
の
構
築

「
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
」
の
継
承

「
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
」
の
継
承

「
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
」
の
継
承

「
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
」
の
継
承

市
民
を
主
役
と
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

市
民
を
主
役
と
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

平
成
18
年
度
の

　
　
　
　

主
要
施
策
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とっぷ・さんて　ほっとパーク情報とっぷ・さんて　ほっとパーク情報

とっぷ・さんて 親子で水遊び

親子プール教室
対　象　２歳程度～未就学のお子さんとその保護者
費　用　１組800円（子ども１人増300円追加）

開催日　毎月第２・４木曜（10：15 ～ 11：15）
　　　　４月　13・27　　５月　11・25　
　　　　６月　８・22　　７月　13・27

※ この事業は、わんぱく保育園子育て支援センター・
鉾田市社会福祉協議会・鉾田市・大洋健康づくり
財団の共同事業です。
※ 鉾田市による子育て支援事業として実施していま
すので施設使用料は減免されています。（市外の方
は施設使用料が必要です）

ボランティアさん募集
　「親子プール教室」に参加する子どもたちといっ
しょに遊びながら教室のお手伝いをしていただく
ボランティアの方を募集しています。

お手伝いの内容
　　着替えの手伝い
　　教室進行の補助　など

　３月５日、とっぷ・さんて大洋主催による
ウォーキング大会が笠間市を会場に行なわれ
ました。

コースは芸術の森公園を発着地とし、稲荷神社周辺など
を巡る6.5キロ、子ども４人を含む、81人が参加しました

ウキウキウォーキングウキウキウォーキング

とっぷ・さんて大洋　☎39－6500

利用時間　10：00 ～ 21：00（月曜休館）

　ほっとパーク鉾田に北海道からのパークゴ
ルフツアーの一行が訪れ、鉾田のパークゴル
フ愛好者との交流会が行なわれました。
　一行は２月27日と３月13日に２班に分かれ
３泊４日の日程でフェリーを使い来県、偕楽
園の見学もされたそうです。

春めいた陽気の中、薄着でプレーする方もいらっしゃい
ました

パークゴルフで交流パークゴルフで交流

ほっとパーク鉾田　☎34－1211

利用時間　10：00 ～ 21：00（水曜休館）
　２月22日ほっとパークでは休館日を利用
し、火災発生を想定した訓練を実施しました。
従業員約40人が参加し、お客さんの避難誘導
や消火器操作を学びました。

水の勢いにおどろく職員も

消火訓練を実施消火訓練を実施

車上あらしにご注意！
　とっぷ・さんて ほっとパークで車上あらしが
発生しています。

　・車を離れる時は窓を閉め、カギをかけましょう。
　・ 貴重品を入れたまま車を離れないようにしましょう。
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（財）スポーツ安全協会
☎029－300－4710

　この保険は傷害保険・賠償責任保
険・共済見舞制度を組み合わせたも
のです。

対　　象　  スポーツやボランティア
活動、地域活動などをす
る５人以上のアマチュア
団体

掛　　金　500円から

※ 団体の構成や活動内容によって保
険の加入区分や掛金が異なります。

保険期間　掛金振込翌日～
　　　　　　　　　　H19．３．31

たいよう紅
こう

烏
う

杯少年サッカー大会
１／29　大洋運動場

　９回目をむかえた
サッカー大会には鉾
田市、行方市から
12チームが参加し
ました。４ブロック
にわかれて予選リー
グを争い、鉾田市内
から３チームが決勝
トーナメントに進出、
鉾田小サッカースポ
少チームが２位とな
りました。

第１回大洋柔道スポーツ少年団杯柔道大会
３／11　鉾田総合公園

　鹿行地区から394人が参加、幼年の部から中学生の部
まで20部門にわかれトーナメント戦で行なわれました。
　大会会長の小堀次
男さんは「数年前か
ら開催の構想があっ
た。合併によって広
い体育館が使用で
きるようになってよ
かった」と話されて
いました。

　このほど「鉾田サッカークラブ」（中城茂代表）
が生涯スポーツ優良団体として文部科学大臣表彰を
うけました。

　当クラブは昭和 52 年の創部以来、サッカースポー
ツ少年団の設立や技術指導など小中学生の育成に努
める一方、シニアチーム「県

けん と う

東四
し

十
じゅうから

雀」を結成する
などサッカーを生涯スポーツとして位置づけ各大会
に参加してきました。
　今回の表彰は 30 年にわたるスポーツ振興への貢
献が認められたものです。

�������������������������������������������������������������������

「鉾田サッカークラブ」に文部科学大臣表彰

県社会人サッカーリーグ（２部）に加盟、トップの１部リー
グに在籍した経験もあります

紅烏は、日本サッカー協会のシンボ
ルマーク、八咫烏（やたがらす）に
あやかったもの、日本代表をつとめ
るような選手が育ってほしいとの願
いを込めて名づけられました

初代チャンピオンを目指し熱戦が
くりひろげられました

1８年度スポーツ教室予定表　
スポーツ安全保険スポーツ安全保険

☎37－4342　スポーツ振興課

月 内　　　　　容
対　　象

小学生 中学生 高校生以上 大人

５ スポーツレクリエーション講習会 ○

６～７ テニス教室（鉾田） ○ ○ ○ ○

７～９ テニス教室（旭） ○

７～８
ほこキッズクラブ（夏休みに開催）
ライフセービング　サッカー　陸上競技
バスケットボール　バレーボール

○

７～８
夏季スポーツ教室
吹矢　卓球　陸上競技　ソフトテニス
弓道　ライフセービング

○ ○ ○ ○

９～10 シェイプアップ教室 ○

９～11 バドミントン教室 ○ ○

10～ 11 スポーツレクリエーション教室　卓球 ○ ○ ○ ○

10～ 11 スポーツレクリエーション教室　吹矢 ○

10 綱引き教室 ○

10・12・２ ライフセービング教室 ○

12・３ ジュニアキャンプ ○

２ 市民スキー教室 ○ ○

募集案内はその都度、広報紙などでお知らせします。
内容は変更になることがあります。
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　３月中旬から北浦湖畔にある安塚公園
で菜の花が咲き始めました。
　新宮学区花いっぱい推進協議会により
育てられたものです。
　昨年まではポピーによる赤いじゅうた
んでしたが、今回は黄色に模様替えとな
りました。
　４月中旬にはおなじみの鯉のぼりも登場予
定です。

安塚公園にも春
　鉾田農業高校で
は平成16年度より
生徒たちが近隣の
中学校を訪問し、
農業に関する意見
や自己研究の成果
などを発表する出
前発表会を行なっ
ています。
　今年は鉾田北
中・玉造中・北浦中・旭中で実施しました。
　旭中（３月14日に実施）では農業高校の授業や学校の様子を
紹介したあと、２人の生徒が環境問題をテーマに約10分ずつ発
表しました。
　食品化学科２年生の江橋恒治君はアルバイトをしながら、「買
い物袋の使い捨ての様子から、一人ひとりの心がけで環境が守
られていく」と考えたこと。また情報経営科１年の原田真成君
は「不法投棄されるごみの問題は化学物質汚染など大変なこと
につながるおそれがある」といった内容を話しました。
　発表後のアンケートで中学生たちからは「農業高校の特色が
よくわかった」「専門分野でいきいきと活動している」「志望校
の候補にしたい」と感想がありました。

鉾田農高生が中学生に講義

安塚周辺にはここ数年、白鳥もお目見え。
このまま棲みついてしまうかも？

　

旭
北
小
学
校
で
は
平
成
12
年
か
ら

「
ケ
ナ
フ
」
と
い
う
植
物
を
材
料
に
、

６
年
生
が
自
分
の
卒
業
証
書
の
用
紙

を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
ケ
ナ
フ
」
は
種
ま
き
か
ら
収
穫

ま
で
約
半
年
、
紙
漉
き
作
業
を
入
れ

る
と
10
か
月
か
か
る
た
め
、
児
童
た

ち
に
と
っ
て
心
に
残
る
授
業
の
ひ
と

つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
卒
業
式
は
３
月
24
日
で
し

た
。
卒
業
証
書
授
与
の
あ
と
校
長
先

生
か
ら
「
中
学
校
で
は
自
分
の
よ
さ

を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ケナフ
　ペルシア語で「麻」を意味する
kenab という言葉が語源となってお
り、紙だけでなく家畜飼料や建築資
材にもなるそうです。
　押し花などを漉き込んだハガキを

作る愛好者
もいるそう
です。

ケ
ナ
フ
の
繊
維
が

あ
た
た
か
み
を
出

し
て
い
ま
す
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ふるさとの会
　２月 25日、県立図書館で行なわれた読み聞
かせコンクールで、市内を中心に読み聞かせ活
動をしている「ふるさとの会」が県議会議長賞
を受賞しました。
　「ふるさとの会」は鉾田市社会福祉協議会登
録のボランティア団体で、平成 16年に結成さ
れました。
　その後、毎月のように鉾田市、行方市の幼稚
園や福祉施設を訪
問し、読み聞かせ
や人形劇などを演
じています。
　代表の大山正子
さんは「今回の受
賞はたいへん励み
になった、仲間を
増やし活動の場を
もっと広げていき
たい」と話されて
いました。

行方図書館で（3／11）

会場はエコハウス。低学年、高学年にわかれて競
技したあと、カルタを２組混ぜて全員で競い合い
ました

鬼沢市長に受賞報告

　

旧
鉾
田
町
の
名
所
や
風
景
を
題
材

に
し
て
作
ら
れ
た
「
鉾
田
ふ
る
さ
と

カ
ル
タ
」
を
使
っ
た
カ
ル
タ
大
会
が

行
な
わ
れ
、
市
内
か
ら
14
人
の
小
中

高
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

カ
ル
タ
は
昨
年
９
月
に
完
成
、
市

内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
旧
鉾

田
町
内
の
小
学
校
に
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
郷
土
を
知
る
た
め
に
い
い
教
材
」

と
、
絵
札
を
拡
大
し
て
校
内
カ
ル
タ

大
会
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
で
す
。

ふるさとカルタに関する問い合わせ
ふるさとカルタを作る会
　  ☎090－1213－6634

応募資格　　小学生・中学生
応募点数　　１人１点（共同作品不可）
規　　定　　制作後１年以内　　素焼・楽焼・本焼
　　　　　　（重さ20kg 以内　40cm×30cm×30cmの立方体の範囲内）

※応募方法は上記事務局までお問い合わせ下さい。
　茨城新聞のホームページにも応募要綱が掲載されています。

主　　催　　茨城新聞社　笠間市　笠間市教育委員会

第６回全国こども陶芸展inかさま

鹿行地方の民話を紹介

　鹿行地方に伝わる民話を紹介する
イラストマップが完成し、鹿行地方
総合事務所で配布しています。

　97話のあらすじのほか、その民
話に関する本の紹介もしています。

イラストマップに関する問い合わせ
鹿行地方総合事務所　
県民生活課　☎33－4111（内線212）

事務局　
茨城新聞社広告局　☎029-221-3155

作品募集
出品料無料

出品申込
５／／ 12～６／／ 21
出品申込
５／／ 12 ～６／／ 21

（作品搬入は後日）
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（応募方法）
往復はがき　　　　　　インターネット 
①氏名　年齢　性別　　http://www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/
②住所　　　　　　　　上記アドレスから申込フォームを選択
③電話番号
④希望講座名
宛先　行方市宇崎 1389 
鹿行生涯学習センター（生涯学習課）

問　茨城県鹿行生涯学習センター
☎ 0299 － 73 － 2300　（９：00 ～ 21：00）

受講生募集　茨城県弘道館アカデミー

講座名 募集人数 開催日 講習時間 費用
はつらつウォークと
やさしい筋トレ 45 火

各10時間 各3,000円

やさしい薬膳入門 45 金
子育て悩み解決講座 親子20組 木
アフリカの自然、こころ、
教育、医療 45 土・日

ふるさと再発見 45 木
これからのエネルギー
問題を考える 45 火

実用かな書道 40 水

各20時間 各5,000円
パソコンはじめの一歩 25 金
文芸としての川柳 40 土・日
日本外交と平和を考える 45 水
茨城の近代史と鹿行地方 45 土・日

　　　　　　　　会場　神栖市文化センター
　　　　　　　　開演18：30（全席自由）

　　前売券　一般　3,000円
　　　　　　小・中・高生　1,000円
　　当日券は500円プラス（当日券はない場合があります）

演奏曲目（予定）
　　100年祭序曲
　　 2006年度全日本吹奏楽コンクール課
題曲より

　　ガーシュウィン・メドレー　ほか

主催　 明るい社会づくり運動
鹿行地区推進協議会

後援　 鹿嶋市・神栖市・鉾田
市・潮来市・行方市、
および各市教育委員会

問　TKWO鹿行公演実行委員会
☎0299－84－4044（11：00 ～ 17：00）

受講希望者多数の場合は抽選となります。

応募締切　５／ 12（金）
 対象　16歳以上 5 5 2/（火）（火）

5 5 2/（火）（火）
5 2/（火）

18年度補装具等巡回相談日程
会　　場 日　　程

鉾田市

大洋保健センター 4/ 6（木）
中央公民館 5/11（木） 1/11（木）

旭地区学習等供用施設 8/ 3（木）

神栖市
保健福祉会館 7/ 6（木） 11/ 9（木） 2/ 1（木）
矢田部公民館 10/ 5（木）

鹿嶋市
はまなす公民館 12/ 7（木）
保健センター 6/ 2（金） 9/ 1（金） 3/ 2（金）

潮来市
津知公民館 8/ 4（金） 2/ 2（金）

かすみ保健福祉センター 11/10（金）

行方市
麻生公民館 4/ 7（金） 10/ 6（金）
玉造庁舎 5/12（金） 12/ 8（金）
北浦公民館 7/ 7（金） 1/12（金）

県福祉相談センター 毎月第４火曜日

開設時間
　鉾田・神栖・鹿嶋（13：00 ～ 15：00）
　潮来・行方（10：00 ～ 12：00）
　県福祉センター（13：00 ～ 15：00）
　持参するもの（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・印鑑）
会場が変更になる場合もありますのでご確認のうえ来場下さい。

心配ごと相談

　☎32－5831（鉾田市社会福祉協議会）
　※ 専門の相談員、弁護士が相談に
応じます。

行政相談

☎33－2111（秘書広聴課）
　※専門の行政相談員をご紹介します。
　 定例相談は毎月第３水曜日に実施
しています。

消費者相談

☎33－2111　産業経済課
☎33－4111　 鹿行地方総合事務所

（県民生活課）

交通事故相談

毎週月・水・金
☎33－4111　 鹿行地方総合事務所

（県民生活課）

各種相談業務案内各種相談業務案内

東京佼成東京佼成
ウィンドオーケストラウィンドオーケストラ

鹿行公演鹿行公演
開催期間　６～９月　　各講座の開催時期についてはお問い合わせ下さい。

問
市役所　社会福祉課

☎33－2111
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男女共同参画社会をめざして－③

「社会全体における男女の地位の平等感」
　下のグラフは内閣府が平成16年11月に実施した「男女共同参画社会に関する世論調査」の一部で、「社会全体に
おける男女の地位の平等感」についてたずねた結果です。
　結果では「男性の方が優遇されている」という回答が７割以上を占めており、男女間の地位については、依然と
して不平等感が残っていることがわかります。
　たしかに我が国の実情では職場の管理職、政府や地方自治体の委員など、社会の指導的地位に占める女性の割
合は、諸外国に比べ高いとはいえません。
　このような背景には、男女の役割に関して、女性は結婚して子どもを産み、育て、家庭を守るということ、また
男性についても、生活を支えるための長時間労働などによって、地域活動や育児、また介護への参加が困難になっ
ているという、日本社会における固
定観念が残っているようです。
　これからは女性と男性が対等な
パートナーとして、自らの意思で、
社会のあらゆる分野に参画できる
環境づくりが必要となっています。

　　・収集時間が午前７：00になります（時間までに集積所へ）
　　・すべての地区で市指定ごみ袋となります（氏名を記入）
　４月から旭、鉾田、大洋の各地区でごみの出し方が一部変わります。

問　市役所　生活環境課　☎33-2111（内線1132）

大洋地区
・ごみの収集日が変わります。
　（ 別途、回覧板などで配布されている「ごみの分け方・

出し方と資源物」を参照下さい）

・指定ごみ袋をお使い下さい。
　（ 従来使用していたごみ袋は、５月末日までご使用でき

ます。その際も、氏名を必ず記入して下さい）

・直接搬入は鉾田クリーンセンター（☎32-4187）へ
　（環境センターは３月で閉鎖されました）

・有害ごみは指定ごみ袋に入れて出して下さい。

旭地区
・ 市の指定ごみ袋が導入されますが、当分の間従
来の指定ごみ袋も、今までどおり使用できます。
（氏名を必ず記入して下さい）
・ 不燃ごみは、集積所のコンテナに出すか、従来の
指定ごみ袋（不燃ごみ用）に入れて出して下さい。
・資源ごみの収集が月２回となります。

鉾田地区
・有害ごみの項目が加わりました。

※ 指定ごみ袋を使用する場合には、必ず
氏名をご記入下さい。

家庭ごみの出し方について家庭ごみの出し方について家庭ごみの出し方について家庭ごみの出し方について家庭ごみの出し方について

有害ごみ
蛍光灯・電球・乾電池
水銀体温計　など

出 し 方

指定ごみ袋に入れて、有害シー
ルを貼ってください。
（有害シールは指定ごみ袋の販売店
において、無料で交付されます）

出す場所
ペットボトルを出すことができ
る集積所

12.3 63.3 19.5 2.5

0.1
3.6

0.2

2.8

0.1
4.6

0.4

2.3

2.2

2.5

1.9

16.0 63.8 14.9

8.9 58.2 26.1

12.7 61.2 20.1

（該当者数） 

男性の方が優遇されている 女性の方が優遇されている 

男性の方が非
常に優遇され
ている 

どちらかといえば
女性の方が優遇
されている 

女性の方が非常
に優遇されている 

どちらかといえば男
性の方が優遇され
ている 平等 分からない 

男性 
（1,616人）

女性 
（1,886人）

 

平成16年11月調査 
（3,502人）

平成7年7月調査 
（3,459人）

平成16年 
内訳 

0 20 40 60 80 100％ 
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平成１８年度狂犬病予防注射日程

日　　時 場　　　　所

５/29
（月）

9：00 ～ 09：40 荒地農村集落センター
 9：50 ～ 10：30 上釜集落センター
10：40 ～ 11：50 上太田公民館
13：00 ～ 13：40 箕輪集落センター
13：50 ～ 14：45 下鹿田集落センター
14：55 ～ 15：50 大沼消防分団機庫前

５/30
（火）

9：00 ～ 09：50 造谷小橋会館
10：00 ～ 10：30 常磐公民館
10：40 ～ 11：50 樅山集落センター
13：00 ～ 13：30 柏熊新田集落センター
13：40 ～ 14：30 冷水田園都市センター
14：40 ～ 15：50 子生コミュニティセンター

６/３
（土） 9：00 ～ 12：00 旭総合支所車庫前

（旭地区）
日　　時 場　　　　所

５/29
（月）

9：00 ～ 09：50 下荒地地蔵院
10：00 ～ 10：50 大竹公民館
11：00 ～ 11：50 華養院前駐車場
13：00 ～ 13：50 上諏訪公民館
14：00 ～ 14：50 農業研修センター
15：00 ～ 15：50 西台浄水場

５/30
（火）

9：00 ～ 09：45 安塚勝軍寺前
10：00 ～ 10：50 美原公民館
11：00 ～ 11：50 玄生公民館
13：00 ～ 13：50 ＪＡかしまなだ新宮支店倉庫
14：00 ～ 16：00 鉾田市役所車庫前

５/31
（水）

9：00 ～ 09：50 金谷運輸倉庫
10：00 ～ 10：50 スカイタウン集会所
11：00 ～ 11：50 野友公民館
13：00 ～ 13：50 半原公民館
14：00 ～ 14：50 借宿公民館前
15：00 ～ 15：50 新里公民館

６/１
（木）

9：00 ～ 09：50 東野公民館
10：00 ～ 10：50 ＪＡかしまなだ徳宿支店倉庫
11：00 ～ 11：50 南野会館
13：00 ～ 13：50 下富田学習館
14：00 ～ 14：50 鳥栖配水場
15：00 ～ 15：50 瀬古集荷所

６/２
（金）

9：00 ～ 09：50 大川学習館
10：00 ～ 10：50 大和田学習館
11：00 ～ 11：50 ＪＡかしまなだ巴支店倉庫
13：00 ～ 13：50 藤沼公民館
14：00 ～ 14：50 舟木学修館
15：00 ～ 15：50 大戸学習館

6/3
（土） 13：30 ～ 16：00 鉾田市役所車庫前

（鉾田地区）

日　　時 場　　　　所

５/31
（水）

9：00 ～ 09：50 青山小角台集出荷所
10：00 ～ 10：40 台の浜公民館
10：50 ～ 11：30 濁沢農村集落センター
12：50 ～ 13：50 上島東小学校裏（北側）
14：00 ～ 14：40 武与釜生活改善センター
14：50 ～ 15：40 荒地公民館
15：50 ～ 16：30 田子沼公民館

６/１
（木）

9：00 ～ 09：50 京知釜公民館
10：00 ～ 10：50 下沢集落センター
11：00 ～ 11：50 飯島公民館
12：50 ～ 13：30 上幡木農村集落センター
13：40 ～ 14：20 中居白鳥会館
14：30 ～ 15：10 江川農村集落センター
15：20 ～ 16：10 札公民館

６/２
（金）

9：00 ～ 09：50 大蔵 大洋運動場駐車場
10：00 ～ 10：40 大洋水道事務所駐車場
10：50 ～ 11：30 阿玉農村集落センター
12：50 ～ 13：30 梶山集落センター
13：40 ～ 14：10 和田生活改善センター
14：20 ～ 15：00 二重作農村集落センター
15：10 ～ 15：40 天神平粗大ごみ積替え保管場所前

６/３
（土） 9：00 ～ 12：00 大洋総合支所車庫前

（大洋地区）

■　犬を飼っている方は、毎年１回、狂犬病の予防注射を受けることが義務付けられています。
■　 出来るだけお住まいの近くの会場で集合注射を受けてください。また、この集合注射以外にお近くの動
物病院で予防注射を受けることもできます。

■　飼い犬がすでに死亡している場合は、市役所生活環境課までご連絡下さい。

　予防注射会場数は昨年度と比較して約半分

となりましたが、会場間の移動時間の削減と

１会場における滞在時間を延長しています。

雨天でも実施します

【問い合せ先】　　　鉾田市役所　　生活環境課　　☎３３－２１１１
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石綿にさらされる仕事を石綿にさらされる仕事を
していた方への補償制度していた方への補償制度

石綿にさらされる仕事を石綿にさらされる仕事を
していた方への補償制度していた方への補償制度

試　　験 受付締切 試験日 内　　容 問い合わせ

警察官Ａ ４／19（水）５／14（日）
受験資格　S52４．２以降生まれ（大卒・見込含）
採用はH19．４．１
　H18．10．１採用特別試験の予定あり

鉾田警察署☎34－0110
県警   ☎0120－314058

自衛隊幹部候補生 ５／12（金）５／20（土）21（日）

受験資格
　22～ 25歳（大卒または同程度）
　20～ 21歳（大卒・見込含）
　27歳までの修士課程修了者（見込含）

自衛隊百里事務所
☎0299-52-1366

労働基準監督官 ４／14（金）６／11（日）
受験資格
　S52．４．２～S60．４．１生
　S60．４．２以降生まれH19．３までに大卒

茨城労働局
☎029－224－6211

募　　集 受付締切 期間・実施日 内　　容 問い合わせ

河川愛護モニター ５／８（月）
モニター期間
　H18．７.１～

H20.６.30

応募資格
　北浦付近在住20歳以上
活動内容
　河川異常発見時の連絡
　河川愛護思想の普及活動　ほか

霞ヶ浦河川事務所
☎0299－63－2419

ハーモニーフライト
茨城県女性海外派
遣事業

５／18（木）

10／１（日）～11（水）
　研修先（予定）
　オーストラリア
　ニュージーランド

応募資格
　４月１日現在30歳～ 54歳の女性
　県内に５年以上居住
参加費　　260,000円程度

茨城県庁
女性青少年課
☎029－301－2178

研修　講座 受付締切 期間 内　　容 問い合わせ

いばらき営農塾 5／ 25（木）６／14（水）～９／30（土）

応募資格
　農業初心者、また農業を始めようとする方
内容
　野菜生産の基礎知識の講義と実習
受講料　　無料（テキスト代負担あり）

県立農業大学校
☎029－292－0010

手話奉仕員養成講座 開講日に
会場で受付 ５／13～２月中旬

対象者   　高校生以上
受講料　　4,000円（ほか テキスト代負担あり）
入門コース　　鹿嶋市立三笠公民館
基礎コース　　神栖市平泉コミュニティセンター

猿田さん
FAX 0299－82－1379

茨城労働局　労働保険徴収室
☎029－224－6213

　労働保険（労災保険・雇用
保険）の平成17年度確定保険
料と平成18年度概算保険料の
申告と納入手続きの時期とな
りました。
　加入されている事業主の方
には４月上旬までに申告書が
届きます。
　５月22日までに、金融機関
か郵便局、または茨城労働局
へ申告書とともに保険料を納
入してください。

石綿にさらされる仕事を
していた方への補償制度

　石綿にさらされる仕事をしていた方は、将来「原発性肺がん」や「中
皮腫」などの健康被害が生じるおそれがあります。
　いずれも石綿にさらされてから発症までの期間が非常に長く「原発
性肺がん」で15 ～ 40年、「中皮腫」は20 ～ 50年といわれています。

　「原発性肺がん」や「中皮腫」
と診断され、石綿にさらされ
たことが原因と認められた方
は労災補償を受けることがで
きます。

（補償内容）
　・疾病の治療に必要な補償
　・ 賃金をうけられない場合
の補償

　・ 死亡の場合、家族に対す
る補償

問　鹿嶋労働基準監督署
　　☎0299－83－8461

建築物・工作物解体時の石綿対策
　吹きつけ石綿などを使用した建築
物や工作物を解体する場合には、そ
の大きさにかかわらず県条例に基づ
く届出が義務つけられています。
　また、工事施工者は現場の管理な
ど、条例に定める作業基準を守らな
ければなりません。

※ 「茨城県石綿の飛散防止のための
緊急措置に関する条例」

　（平成17年11月10日施行）

問　鹿行地方総合事務所
　　環境保全課　☎33－4111（内線259）
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鉾田市の人口
（平成 18 年 3 月 1 日現在）

総数 52,613 人 
男 26,405 人 
女 26,208 人 
世帯数 16,355 戸

編集　　鉾田市秘書広聴課
　　　　〒 311-1592　茨城県鉾田市鉾田 1444 － 1 1 0291 － 33 － 2111
 5 0291 － 32 － 4443
　　　　ホームページ　　http：//www.city.hokota.lg. jp/

古紙配合率100％再生紙を使用しています

鉾田スタジオから生放送
　２月と３月の毎週水曜日、NHK県域デジタル放
送お昼の番組「わいわいスタジオ」で鉾田のイベン
トや観光情報が紹介されました。
　上の写真は３月15日放送分、鉾田農業高校農産
物販売所「元気満菜館」PRの様子です。
　生徒たちは１か月前から昼休みなどを使って練習
してきました。
　生中継ということで放送当日は本番３時間前にス
タジオ入りし、リハーサルを４回行なうなど入念に
チェック。約３分の放送時間は「６人の俳優たち」
にとって長かったでしょうか、あっという間だった
でしょうか。

（スタジオは大洋総合支所に設置しました）


